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既習事項を活用する力を伸ばす指導のあり方

-3年｢あまりのあるわり算｣の指導を通して一
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辞致科の目標は次のようである｡ ｢放題や図形についての品艇的な知識と

技能を身に付け,EI'i;'rの耶象についてfJ.崩 しをもち肪iB-杏_17_てて-考えるtJ-EノJ

を育てるとともに.数理的な処理のよさが分かり.進んで生活に吐かそうと

する態度を育てる｡｣

これは.これからの算数教育が.情報化などの祉会の変化に主休的に対応

できるような資質や能力を育てたり.論理的な想考JJや直観力などを育成し

たりすることを蛮祝してすすめられていくことを示しているものである.主

体的に対応するためには,これまでの既習iJ-f項を活用して問題解決を図り,

見LEl'_しの過程を崩して数理的な処理のよさに気づかせ算数の学習-の意欲を

高めていくことが重視されなければならないだろうOそこで,この研究では.

｢あまりのあるわり算｣の授業をもとに.どのように指導すれば既習耶項と

結びつけて数理的に処理できるよさを感椙できるかを考える｡

1 研究のねらい

新しい指導要領では,算数のよさや活用が

強調されている｡これは,これまで白身以上

に.子供自身による問題解決の力をできして

いることであるOところが,かけ算の指泊で

は ｢既習事項の何の何倍｣という致良の関係

をおさえて指導をするが.わり算になると案

外と形式的に処理して ｢なぜかけ罪が使える

の?｣という疑問を十分には理解させないで

九九と結びつける傾向がある｡

また.わり算の結果の処理に.既習の九九

の知識を教師が一方的に押しっけて.活用で

きるという ｢よさ｣を十分わからせない指導

が多いという傾向があるO

この原因は,わり算の指導で早く結果を求

めることができるようにさせたいという教師

の願望が強く形式的に教え込むということか

らくると考られる.そこで,本研究では.班

習郡項をどう収り込んで指導すれば壬仏的に

児童が筋追立てて考え.数理的なよさを感得

できるかを明らかにする0

2 研究の内容

(1)導入問題の工夫

新しい単元に入る時.唐突に ｢あまりのあ

るわりり算｣の問題を提示したのでは.既習

のわり算の計算の仕方を活用すればよさそう

だという見崩しがつきにくい児虫もいる｡

そこで,どの児童も細理なく既習事項に者

目して,_野元全仏の学習内答の大まかな見通

しがもてるようにしたい｡大まかな見hEiしか

もてると,自ら学ぶ目的がはっきりして意欲

的に学習に取り組めることが期待できる｡
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(2)操作活動の取り込み

思考力を伸ばすには.考えさせる場を作り

実際に考えさせることがまず必要である｡し

かし,ただ考えさせればいいというものでも

ないOどゐような内答を.どのように考えさ

せるかが大切となる｡もっと正確にいうと.

解決したいという ｢めあて｣があるにもかか

わらず.解決の方法がわからない内容を.煤

作活動を取り込み既習事項と結び付け.自分

なりの解決を図る｡操作活動などの員休的な

活動を通すことで.考えさせる手がかりが得

やすくなり自ら解決できたという

砿就感がJISられると期待できるO解決の方法

を考えるといっても,すぐには式で表す (義

現)ことは児童にとって大変むずかしい｡そ

こで.操作活動に振り返らせて解決の過程を

見蔽させ.既習事項と結びっけて問題の解決

を図るようにさせたい｡

(3) ｢よさ｣を感得させる協の設定

問題が解決すればそれでよいというのでは

なく既習事項を使って考え方の ｢よさ｣を味

わわせることが大切である｡ ｢よさ｣を味わ

えば,新たな問題に出会っても ｢既習事項を

使えば解決できる｣という意欲も生まれやす

くなると考えられる｡

3 指導法の=夫

(1)単元の導入問題の提示を工夫する

｢⊂]このみかんを.1人に3こずっ分ける

と.何人に分けられるでしょうU｣という条

件不足の問題を提示する｡口の小の数がいろ

いろあることに気が付いたところで,自由に

軌を発表させる｡12や15などと既習の学
習に着目できたところで,13や14の時は
どうなるかを尋ねる｡

こうして単元の導入で.13÷3や14÷

3のようなわり昇の学習はまだ習っていない

ことに気付いたところで大きな ｢めあて｣を

既習串項と対比させることで確かにつかませ

るようにする｡

(2)おはじきを操作させる
わり算の意味を確かにすると同時に.解沙の

方iLLに気付きやすくするために,おはじきを

操作させるo (13÷3)
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(3)手際の恋い方法と比べさせる
｢よさ｣を感じ取らせるためには.手群の惑

い方ttlと比べるとよく分かることが多い｡

いちいち貝仏物を動かしたり,引いたりして

答を求めるのはめんどくさい｡

ところが.13を12とみたり15とみる

と12÷3-4や15÷3-5の既習のわり

算の計算の仕方が活用できる｡余りのあるわ

り算でも九九を利用すれば手際よくできるこ

とがわかるO工夫すれば既習事項が使えるこ

とに支t付けば ｢わり算｣を統合的に捉えてい

くことにもなる｡

4 指導の実際

(1)単元 あまりのあるわり算 (3咋)

(2)目標

①あまりのあるわり算が用いられる場

合について知｣り.それを式で表した
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り.その式を読んだりするO

②あまりのあるわり算の計算の仕方が

分かり.計算の確かめの式を使って

正しい答えの確かめができる｡

③商とあまりの意味が分かり.問題に

よりあまりの処理の仕方が分かる｡

(3)指導計画

第1次 (4時間)

･あまりのあるわり算の立式.計算の

仕方 (包含除)一本時一

･あまりのあるわり算の計算の仕方 ･

(等分除)

･答えの確かめ方

･計算れんしゅう

第2次 (1時間) もんだい

第3次 (2時間) ためしてみましょう

(4)本時目標

○既習事項を取り込んだ問題提示をもと

に.単元全体のめあてをつかむことが

できる｡

○包含除であまりのあるわり昇の立式の

意味が分かり,答えの出し方が分かる｡

(5)本時の流れの概要一第1時-

□このみかんを.1人に3こずつ分ける

と.何人に分けられるでしょう｡

という問題を提示o

(今日は.この問題をみんなで考えたいと

思います01度読んでみましょうO )

C (各自 問題を読む｡)
T 何か気が付くことがありますか｡

C [コこのみかんだから,こたえが

だせません.

3こわわけるのだから.

わり耳の式でできる.
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T 口のLllの数12こfilらどんな式になり

ますか｡13や 14では,どうですか

C 12÷3

13÷3
14+3

いろいろlilわり打のLbi.でき的?

C 12÷3のようなわり算は

もう習っている｡

C 13÷3や 14÷3のようなわり許の

勉強をこれからしていけばよい｡

ものを分けるとき.いろいろな数を分

ける場合がある｡これから.そのよう

なわり算の勉強をしていけばよさそう

だ｡

T 今日の勉強のめあては.どうTよります

か｡

C ｢13÷3や14÷3のような式の答

の山し方を考えよう｡｣です｡

T 答の山し方をおはじきを

使って考えよう｡

(13÷3)

おはじきを使うと.答がだせるよ｡

でも,めんどくさいなD



T おはじきを使うほかに,答をだす仕方は

ないでしょうか｡

C 九九を使えばできると.呪いますO

(多くの児盟は,理解できない様子)

C 3の段の九九には.3×⊂〕-13があり

ません｡だから.九九がっかえません｡

C 3×□-12があるので.13を今.
12と1に分けて考えると九九が使える
と思います｡

C どうして13を12と1に分けて考える

か分かりません｡

C おはじきを動かして考えた時,3こずっ

が4つできて1こあまったからです｡

C 1こあまったのを.13こから分けて考

えると.12÷3となって九九が使えま

す｡

C あ !そうか｡13を3でわれる12と1

と考えると九九が使える｡あまりが1と

なる｡

T 14÷3も九九使えるかな｡

C 14を12と2に分けて考えると.12

÷3-4であまりが2になるので.九九

を使って答えを見つけることができる｡

T 九九が使えそうだということが分かった
のですか.どのようにして答えを探すと

いいですか｡

C 3の段の九九で13に近い数を探して

3×ロ-12 で4,13と12の違い

いが1だからあまり1になる｡

T 3の段の九九には13や 14がないです

が,工夫すれば九九を使ってわり算でき

るということですね｡

C あまりがないときもあるときも.九九を
使えばこたえがだせる｡

C おきじきをいちいち動かさなくても.九

九を使うと答を簡_qiに見つけることがで

きる｡

C あまりのあるわり罪も.わられる数を工

夫すれば九九を使って計算できる｡

おはじきを操作させたことを手かかりに

して.ノL九を使えば.手際よく答を見つ

けることができることを既習のわり算の

考え方を活用して考えていった.

また.言卜算の[1-万として九九を使うと

簡単に答をだせるという ｢よさ｣をも感

T 13÷3は4あまり1という式を

r13÷3-Jl.I･1｣とかきます0
14÷3は4あまり2というのは.どう

式にかけますか｡

C 14÷3-4･･･2 です｡

T 13÷3のように.あまりがある時.わ

りきれないといいます｡

12÷3のようなときは.何といえばよ

いでしょう｡

わりされるです｡
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T 13÷3-4･･･1

14÷3-4I･･2となりますね｡

それでは,

15÷3-4I･･3でいいでしょうか

C いいですCわられる数が13の時は,あ

まりが1｡14の時は.2だから.わら

れる数が15の時は.あまりが1ずつふ

えるので.あまりは3となると思います｡

C 15÷3-5です｡わりきれます｡

だから.いけないと思いますo

C 3こずつ分けると3こあまるということ
は,もう1人ぶんに分けることができま

す｡だから.いけないと思います｡

C あまりは3より大きくなるのは.おかし

いですO

く15÷3-5)

･車 率 ･-.;,由 一･h/率 ,Th'(:I:_,i:_うL=iTl
●●◇くコ●

T あまりは3より大きくならないというこ

とですか｡

C そうですo(多数賛成の挙手)
T 16,17.18.と数をかえて確かめ

てみましょう｡

くおがじきを動かして)

C 16÷3-5i･･1

17÷3-5･･･2

18÷3-6

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇
〇〇〇 〇〇〇

●くコ●くコ●

16を15と1と考え

て.九九を糖.)で
16二3=5日･1

17を15と2と考えて.九九を仕って
17÷3=5-･2

18ナ3-6で｢あまり川liくliりま!./:'から3より小さいです.
C 思った通りで ｢あまりは.3より大きく

ならない｡｣

T あまりの大きさには.きまりがありそう

ですね｡

操作と九九の活用を結び付けて.既習耶

C 九九を使うと.早く計算の答が分かるの

で ｢いいな｣｡

T 次は,どんな勉強になりますか｡

C こんどは,わる数の大きさをかえて.わ

り算の勉強をしていきたいO

①あまりのあるわり昇でも.いままでの

わり算と同じように.九九を利用すれば

計算できるo

②あまりの大きさは.決まりがあるo

の2つのことを.児童の発言をもとに.

5 研究のまとめ

(D妻#入問題の工夫により.あまりのある

わり算の学習への展開が意欲的に図れた

と思う｡

②おはじきの操作と九九を使った計算の仕

方のわけが分かり.計算の仕方について

理解を深めることができたと思う｡

③あまりのあるわり算も工夫すると九九を

使えるので.簡単に答がだせることが分

かり, ｢よさ｣を感得できたと思う｡

(平成 6年3月29日受理)
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